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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予　測　条　件 

　ケース１：最も単純に1990年度から2000年度の合計排出量の伸びだけを考慮して推計。各部門や排 

 出源ごとの近年の動向の違いは反映されない。 

　ケース２：排出源を詳細に区分し、それに最も関連のつよい指標（世帯数、製造品出荷額等など） 

 の伸び率を用いて推計し、それらの結果を積算して合計排出量とする｡その際、いくつか 

 のトレンド期間のうち最も相関のいい期間を適用する。 

　ケース３：本県においては、ケース２の関連指標はいずれも1990年度～2000年度の間に伸びが鈍化 

 する傾向がみられないが、全国では家庭系エネルギー消費量や自動車保有台数などに近年 

 伸びの鈍化がみられることから、数年後にはその傾向が本県にもあらわれると仮定し、国 

 の長期エネルギー消費予測（*）の伸び率を産業、運輸、民生の各部門単位で適用して推計。 

 その他の部門は合計の伸び率を適用｡ 

　ケース４：ケース３をベースにして、これに地域特性を考慮して推計。地域特性としては､アンケー 

 トやヒヤリングの結果を反映させる。 

前提条件 

算出手順 

結果検討 

①ケース１ ②ケース２ ③ケース３ ④ケース４ 

２ヶ年データ 
・1990年度 
・2000年度 

・10年トレンド 
・７年トレンド 
・６年トレンド 
・５年トレンド 

直接排出量の伸び 複利指数方式 

2010年度予測 2010年度予測 2010年度予測 2010年度予測 

2010年度予測排出量の比較検討 

2010年度の国予測 

当該部門のみ 

アンケート 
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ケース 
2010年度 
予測排出量 

2010年度 
/1990年度 

2010年度 
/2000年度 

ケース１ 

ケース２ 

ケース３ 

ケース４ 

16,826 

15,998 

14,626 

15,061

1.723 

1.638 

1.497 

1.542

1.310 

1.246 

1.139 

1.173

（注）1990年度（基準年度）排出量：9,768千t－CO2 
　　　2000年度排出量：12,840千t－CO2

単位：千t-CO2

排出実績 
ケース1 
ケース2 
ケース3 
ケース4

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

千t-CO2

2000年度 2010年度 1990年度 
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1990年度 

 

2000年度 

沖縄県（t-CO2／人） 

全　国（t-CO2／人） 

全国比（％） 

7.87 9.62 

9.94 10.54 

79.2 91.3 
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削減目標：温室効果ガス総排出量を2010年までに2000年度レベルから８％削減することを目指します 

対
　
　
策
　
　
体
　
　
系 

（１）　家庭での使用エネルギーの節減 

（２）　自動車利用の見直し 

（３）　家庭から出るごみの減量化等 

（４）　その他温室効果ガス対策 

　　　　【家庭で出来る省エネ10ヶ条】 

 

（１）　エネルギー転換部門対策 

（２）　産業部門対策 

（３）　運輸部門対策 

（４）　民生業務系対策 

（５）　廃棄物対策 

（６）　その他温室効果ガス対策 

　　　　【事業者の部門別重点取組】 

 

（１）　温室効果ガス排出抑制対策 

（２）　率先実行 

（３）　普及・啓発等 

　　　　【行政の部門別重点施策】 

　県民の取組 

 

 

 

 

 

　事業者の取組 

 

 

 

 

 

 

 

　行政の取組 
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ア　省エエネルギー型ライフスタイルの実践 

イ　省エネルギー型家電製品等の購入 

ウ　新エネルギーの利用等 

 

ア　自動車の利用の自粛 

イ　自動車の適正管理・使用 

ウ　低公害車、低燃費車等の購入 

 

ア　ごみの減量化・リサイクルの促進 

 

 

ア　代替フロン等の製品の適切な使用 

（１）家庭での使用 

　　　エネルギーの節減 

 

 

（２）自動車利用の 

　　　見直し 

 

 

（３）家庭から出る 

　　　ごみの減量化等 

 

（４）その他の温室効果 

　　　ガス対策 

【家庭でできる省エネ10ヶ条】 

県
　
　
民
　
　
の
　
　
取
　
　
組 



第
７
章 

地

球

温

暖

化

対

策 

■実行している　　■ある程度実行している 
■今後実行したい　■実行する予定はない 
■わからない　　　■不明 

42%

35%

10%

12%

0%
1%

冷房時 設定温度（℃） 

使用時間（h） 

設定温度（℃） 

使用時間（h） 

現在 

25.6 

6.7 

25.7 

3.6

将来 

26.6 

5.5 

24.3 

2.5

削減 

1.0 

1.2 

1.4 

1.1

推奨温度 
との差 

現在より 
2.4℃高く 
する 

現在より 
5.7℃低く 
する 

暖房時 

エアコンの設定温度、使用時間等 
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■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

47.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32.7 0.8 11.57.6テレビ、ラジオを付けっぱなしにしない 

26.3 28.3 25.1 7.2 12.7待機電力を消費する製品の主電源オフ、プラグオフ 

24.3 44.2 15.9 1.6 12.8冷蔵庫にものを詰めすぎない、無駄に開けない 

42.6 34.7 6.4 2.0 12.7洗濯はまとめ洗いをする 

32.7 39.4 13.5 0.8 13.6掃除機、エアコンのフィルターの清掃 

家電製品   現在　　 将来　　 削減　　 

 照明器具 居間・台所 使用時間(h) 7.5 6.2 1.3 

  子供部屋 使用時間(h) 3.8 3.1 0.7 

 テレビ  視聴時間(h) 6.3 4.8 1.5 

   待機時間(h) 11.2 6.0 5.2 

電気製品の使用状況 
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■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

18.73.62.012.725.537.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

給湯機の口火をこまめに消す 

29.215.90.813.519.521.1電気温水器の設定温度に配慮する 

12.31.29.215.937.124.3シャワーの使用回数を減らし使用時間を短縮 

13.93.60.813.931.136.7ガスコンロの炎が鍋底からはみ出ないようにする 

24.612.40.412.022.727.9ガス冷房機具の使用時間、設定温度に配慮する 

■実行している　　 
■ある程度実行している 
■今後実行したい　 
■実行する予定はない 
■わからない　　　 
■不明 

28%

31%

24%

13%
3%

1%

暖房器具等の使用状況 

 家電製品  現　　在  将　　来  削　　減  

 暖房器具 使用時間(h) 3.1 2.3 0.8 

　シャワー 使用時間(分) 50.3 41.7 8.6
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■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

23.9 25.1 27.9 8.0 2.4 12.7

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

近隣の用事は徒歩か自転車で行く 

4.8 11.6 23.9 36.7 7.2 15.8可能な限り公共交通機関を利用 

 用途 使 用 台 数   使 用 日 数　 走 行 距 離　 削　減　率　 
  (台) 　　 (日/月･台)　 (㎞/月･台)　 (％)　　 

通勤・通学 1.3 26.1 847.7 2.2 

買い物 0.6 13.3 116.8 3.9 

レジャー 0.4 5.4 138.8 3.8 

その他 0.7 10.8 175.7 3.8 
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■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

15.91.617.534.728.3

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

タイヤの空気圧などの点検整備をする 

29.9 19.5 17.1 12.7 4.0 16.8停車中はこまめにエンジンを切る 
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■実行している　　 
■ある程度実行している 
■今後実行したい　 
■実行する予定はない 
■わからない　　　 
■不明 

14%14%

43%

12%
9%

8%
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■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

16.7 11.2 29.9 21.5 12.4 8.3

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

生ゴミは、たい肥化して肥料として使う 

8.8 4.4 36.7 24.7 11.6 13.8生ゴミのコンポスト（たい肥）化機器の購入 

6.4 15.5 44.2 19.1 6.4 8.4買い物袋を持参する 

38.6 32.7 9.6 3.6 14.3詰替用容器を用いた製品の購入 

80.9 10.4 4.8 3.5ガラスびんやアルミ缶は分別して回収に出す 

36.3 27.5 13.1 2.8 6.4 13.9古紙使用トイレットペーパーの購入 

12.7 31.1 32.3 7.6 8.0 8.3不用品をフリーマーケット等でリサイクルしている 
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ア　電気・ガス事業における対策 

 

ア　製造業における対策 

イ　農業における対策 

 

 

ア　自動車における対策 

イ　国内船舶・国内航空における対策 

 

 

ア　省エネルギー型事業活動の推進 

イ　省エネルギー型ＯＡ器機等の導入 

ウ　建築物の省エネルギー化 

 

ア　製品アセスメントの導入 

イ　廃棄物の減量化・リサイクルの推進 

ウ　包装・梱包の簡素化 

エ　グリーン購入・グリーン調達 

オ　廃棄物の適正処理の促進 

 

ア　農業廃棄物等の適正処理 

イ　代替フロン等対策 

 

（１）エネルギー転換部門対策 

 

（２）産業部門対策 

 

 

 

（３）運輸部門対策 

 

 

 

（４）民生業務系対策 

 

 

 

（５）廃棄物対策 

 

 

 

 

 

（６）その他の温室効果 

　　　ガス対策 

 

【事業者の部門別重点的取組】 

事
　
　
業
　
　
者
　
　
の
　
　
取
　
　
組 
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■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

31.7 38.0 16.2 1.4 12.0

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

タイヤの空気圧などの点検整備をする 

33.8 23.2 20.4 6.3 4.2 12.1停車中はこまめにエンジンを切る 
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9%
22%

39%

11%

12%

7%

■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 

■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

2.1 5.6 26.8 13.4 28.2 23.9

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

省エネ輸配送システムの導入 

4.9 4.2 16.9 10.6 35.2 28.2配送を外部委託する 



第
７
章 

地

球

温

暖

化

対

策 

■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

24.6 29.6 12.7 10.6 2.8 19.7

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

昼休みの照明オフ 

33.8 40.1 11.3 1.4 12.7冷暖房の時間短縮、設定温度の配慮 

28.2 27.5 16.9 4.2 2.8 20.4パソコン、コピー機等の待機電力のオフ 
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13%

25%

29%

20%

9%

4%

■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 

3%

23%

21%

32%

3%

18%

■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 
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15%12%

26% 40%

1% 6%
■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 

■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

24.6 35.9 20.4

1.4

1.4

16.3

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

コピー用紙使用量の削減 

24.6 37.3 15.5 4.9 4.9 12.8使い捨て製品の不使用 
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a　新エネルギー・未利用エネルギーの利用促進 
 
a　省エネルギー型生産構造への転換促進 
b　環境に配慮した事業活動への支援 
 
a　低公害車・低燃料車の普及促進 
b　アイドリングストップ等エコドライブの推進 
c　良好な歩行空間の形成・自転車利用の促進 
d　バスやモノレール等公共交通機関の利用促進 
e　交通需要管理施策（TDM施策）の推進 
f　交通流の円滑化の推進 
 
 
a　ライフスタイルの見直しの促進 
b　建築物の省エネルギー化の促進 
 
 
a　ごみの減量化・リサイクルの推進 
b　下水汚泥のリサイクルの推進 
c　廃棄物適正処理の促進 
d　焼却廃熱の利用促進 
 
 
 
a　環境保全型農業の推進 
b　廃棄物対策の推進 
 
a　環境保全型農業の推進 
b　廃棄物対策の推進 
 
a　回収・適正処理の推進 
b　代替フロン等を使用しない製品の利用促進 
 
 
a　「沖縄県環境保全率先実行計画」の推進 
b　環境マネジメントの推進 
c　戦略的環境アセスメントの導入の検討 
d　行政評価システムによる評価点検の検討 
e　公共施設の緑化推進  
 
 
a　環境教育・学習の推進 
b　県民運動等の推進 
c　広報・啓発の推進 
d　観光客への啓発 
 
 
a　国際協力の推進 
b　調査研究の検討 

（ア）エネルギー対策 
 
（イ）産業対策 
 
 
（ウ）運輸・交通対策 
 
 
 
 
 
 
 
（エ）民生対策 
 
 
 
（オ）廃棄物対策 
 
 
 
 
 
 
（ア）メタン対策 
 
 
（イ）一酸化二窒素対策 
 
 
（ウ）代替フロン等対策 

ア　二酸化炭素排出抑制等対策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ　その他の温室効果ガス排出抑制対策 

ア　県の率先実行 
 
 
 
 
 
 
ア　県民・事業者の取組支援 
 
 
 
 
 
イ　その他の取組推進 

（１）

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
対
策 

（２）

率
先
実
行 

（３）

普
及
・
啓
発 

行
　
　
政
　
　
の
　
　
取
　
　
組 

【行政の部門別重点施策】 
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■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

2.1

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

未利用エネルギーの活用 

4.212.817.059.64.3

4.3 51.1 23.4 17.0 2.1

2.1

2.1

公共施設における自然エネルギーの活用 



第
７
章 

地

球

温

暖

化

対

策 

11%
6%

11%

59%

0%

13%

■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 

6%
4%

19% 52%

2%

17%

■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 
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28%

6%

2%
13%

40%

11%

■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 

■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

6.4ノーカーデー、ノーマイカーデーの励行 

6.4

0.0

0.0

14.948.929.8

14.940.438.3ノーカーデー、ノーマイカーデーの推進 
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4%6%

0%

30%

34%

26% ■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 

6%

0% 2%

13%

41%

38%

■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 
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■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70% 90% 100%

2.28.64.357.419.18.5環境教育の推進・環境学習の場の整備 

4.212.814.951.110.66.4実践活動のためのリーダーの育成 
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■実行している　■ある程度実行している　■今後実行したい　■実行する予定はない　■わからない　■不明 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.410.625.534.017.08.5環境保全に係わる普及啓発・イベントの開催 

4.225.542.627.7

0.0

省エネ・省資源活動の表彰制度 

4.319.140.429.84.3

2.1

民間の環境保全活動に対する財政措置 
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2%

4%

2%

21%

43%

28% ■実行している 
■ある程度実行している 
■今後実行したい 
■実行する予定はない 
■わからない 
■不明 
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国有林 
31,111ha 
（30%） 

民有林 
72,725ha  
（ 70%） 

県有林 
5,474ha  
（ 5%） 

私有林 
25,072ha  
（ 24%） 

市町村有林 
42,180ha 
（ 41%） 

針葉樹 
1,866千m3 （ 24%） 

広葉樹 
5,930千m3  
（ 76%） 

天然林 
6,802千m3 
（87%） 

人工林 
944千m3 
（ 13%） 

総面積 
103,836ha

総蓄積 
7,796千m3

森林の計画的な整備 
未立木地等の解消 
森林病害虫防除対策の強化 
 
保安林の計画的な整備と保安 
林機能の増進 
治山対策の推進 
 
県産材の積極的な利活用 
 
木質資源の利用の多角化 
 
県民参加による森林づくり 
 
緑化意識の高揚 
 
都市公園や街路樹等の整備 
家庭・職場等における緑の確保 

森林の整備・保全 
 
 
 
保全林等の適正な管理・保全 
 
 
 
木材・木質バイオマスの利用 
促進 
 
 
緑豊かな美ら島づくりの推進 
 
 
 
良好な緑地の整備・保全 

吸
　
収
　
源
　
対
　
策 
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削　減　条　件 

　ケース１：アンケート調査結果や経団連環境自主行動目標、省エネ判断基準、廃棄物対策など削減 

 の意思が表明されている対策の削減効果を算定。但し、新エネルギー導入率を0％とす 

 る。  

　ケース２：ケース１をベースに、新エネルギー導入率を2.34％とする。これは、沖縄県新エネルギー 

 ビジョンの導入イメージに該当する。 

　ケース３：ケース１をベースに、新エネルギー導入率を5.08％とする。これは、沖縄県新エネルギー 

 ビジョン巻末の参考の案２に該当する。 

　ケース４：ケース１をベースに、新エネルギー導入率を11.06％とする。これは、沖縄県新エネル 

 ギービジョン巻末の参考の案１に該当する。  

　ケース５：ケース１をベースに、削減意思が表明されていない対策を追加。追加した内容は、自動 

 車利用と民生部門におけるアンケート調査の実践率強化と、省エネ機器導入の前倒し等 

 のオプション。 

　ケース６：ケース２をベースに、削減意思が表明されていない対策を追加。追加した内容は、自動 

 車利用と民生部門におけるアンケート調査の実践率強化と省エネ機器導入の前倒し等の 

 オプション。 

　ケース７：ケース３をベースに、削減意思が表明されていない対策を追加。追加した内容は、自動 

 車利用と民生部門におけるアンケート調査の実践率強化と省エネ機器導入の前倒し等の 

 オプション。 

　ケース８：ケース４をベースに、削減意思が表明されていない対策を追加。追加した内容は、自動 

 車利用と民生部門におけるアンケート調査の実践率強化と省エネ機器導入の前倒し等の 

 オプション。 

（※）出典：総合エネルギー統計 
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削減対策メニュー 削減率の設定 

（ア）CO2排出係数の低減 電気：3.0％減（見通し）、都市ガス：34.7％減  

（イ）アンケート等に基づく 自動車：県民(約1～2％減)、事業者(約0～3％減) 

　　　民生・運輸部門等の削減率 民生：県民(約1～4％減)、事業者(約1～4％減) 

 

（ウ）経団連環境自主行動計画の削減目標 石油連盟：10.0％減、セメント協会：1.36％減等 

 

（エ）改正省エネ法の省エネ判断基準 自動車：県民(約0.5％減)、事業者(約１％減)  

 民生：県民(約20％減)、事業者(約25％減) 

（オ）県の新エネルギー導入政策  2010年導入目標：約0～11％  

（カ）特殊自動車の燃費改善  導入なし(0％減)  

（キ）廃棄物対策  県民：10.0％減、事業者：20.0～22.0％減 

（ク）吸収源対策  2010年固定量：約33,000t-CO2 

（ケ）メタン対策 約10～40％減 

 （農業：約30％減、廃棄物：約15％減） 

（コ）一酸化二窒素対策  約10～35％減 

 （農業：約20％減、廃棄物：約15％減） 

（サ）代替フロン等対策 　　　　　　　 　　　　– 

2010年度 
予測排出量 

2010年度予測排出 
量からの削減量 
 

2010年度削 
減後排出量 

2000年度 
排出量 
 

2000年度比 

 ケース１ 15,061 2,419 12,642 12,840 2％減 

 ケース２ 15,061 2,598 12,463 12,840 3％減 

 ケース３ 15,061 2,808 12,253 12,840 5％減 

 ケース４ 15,061 3,267 11,794 12,840 8％減 

 ケース５ 15,061 2,876 12,185 12,840 5％減 

 ケース６ 15,061 3,055 12,006 12,840 7％減 

 ケース７ 15,061 3,266 11,795 12,840 8％減 

 ケース８ 15,061 3,725 11,336 12,840 12％減 

 

単位：千t－CO2
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エネルギー転換部門 0.0 0.0 179.1 0.0 179.1 

産業部門  0.0 45.1 122.4 0.0 167.5 

運輸部門  9.6 109.4 152.6 67.1 338.6 

 家庭系 560.6 142.9 94.0 293.3 1,090.8 

民生部門 業務系 861.4 172.7 244.8 0.0 1,278.9 

 部門計 1,422.0 315.6 338.8 293.3 2,369.7 

工業プロセス  0.0 0.0 4.3 0.0 4.3 

廃棄物  0.0 0.0 15.7 8.4 24.1 

吸収源  0.0 33.2 0.0 0.0 33.2 

その他温室効果ガス 0.0 0.0 137.3 12.2 149.5 

合計  1,431.6 503.2 950.1 381.1 3,266.0

削減量の要約        　　　　　　　単位：千t-CO2

 部　　　　門 法令措置 行政主導 事業者の取組 県民の取組 合　　計 
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   乗用車・バスの燃費改善 8.2 

 運輸部門 自動車 貨物車の燃費改善 1.3 

   　　　　　小　　　　　計 9.6 

   省エネ型エアコンの普及 116.2 

   省エネ型クーラーの普及 25.6 

   省エネ型カラーテレビの普及 51.8 

  家庭系 省エネ型ビデオデッキの普及 119.5 

   省エネ型パソコンの普及 134.6 

 
民生部門

  省エネ型照明器具の普及 112.8 

   　　　　　小　　　　　計 560.6 

   省エネ型エアコンの普及 31.4 

   省エネ型クーラーの普及 28.0 

  業務系 省エネ型パソコンの普及 500.6 

   省エネ型照明器具の普及 135.4 

   省エネ型コピー機の普及 166.1 

   　　　　　小　　　　　計 861.4 

  　　　　　合　　　　　計 1,431.6

法令措置     　　  　　　　　　　　　　　単位：千t-CO2 

 部　　　門 区　　分 対　　　　策 削減量 
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 部　　門 区　　分 対　　　策 削減量 

行政主導　      　　　　　　　　　　　　　　単位：千t-CO2  
 

産業部門 　　　　－  新エネルギー導入 45.1 

  低燃費車の普及促進 21.7 

運輸部門 自動車 乗用車の小型化シフト 87.7 

  　　　　　小　　　　　計 109.4 

民生部門
 家庭系 太陽光発電等の普及促進 142.9 

 民生系 太陽光発電等の普及促進 172.7 

吸収源 　　　　－  森林の整備保全等 33.2 

 合　　　　　　　　計 503.2 
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エネルギー 電気事業者 電気消費量の節電に伴う削減 178.5 

転換部門  ガス事業者 自家消費量の削減 0.6 

 小　　計  179.1 

 共　　通 CO2排出係数の低減  26.7 

産業部門
 建設業 経団連自主行動目標の推進 14.4 

 製造業 経団連自主行動目標の推進 81.3 

 小　　計  122.4 

  効率的な運送に心掛ける 11.5 

  アイドリングストップを実践する 6.9 

 自動車 タイヤ空気圧を適正に保つ 11.5 

  急発進、急加速をしない 1.9 

運輸部門  空ぶかしをしない 0.5 

  貨物車の帰り荷利用 54.5 

 国内船舶 経団連自主行動目標の推進 43.1 

 国内航空 経団連自主行動目標の推進 22.6 

 小　　計  152.6 

 
家庭系

 CO2排出係数の低減  94.0 

  小　　計 94.0 

  CO2排出係数の低減  112.6 

民生部門  エコオフィスの推進による電気の節減 114.9 

 業務系 エコオフィスの推進によるガスの節減 8.3 

  エコオフィスの推進によるその他燃料の節減 9.1 

  小　　計 244.8 

 小　　計  338.8 

工業プロセス  経団連自主行動目標の推進 4.3 

 一般廃棄物 ごみの減量化 10.0 

廃棄物 産業廃棄物 リサイクル率の向上 5.8 

 小　　計  15.7 

 エネルギー CO2対策に伴って同時に削減される 3.7 

その他温室 農　　業 環境保全型農業の推進 125.2 

効果ガス 廃棄物 焼却分はCO2対策に伴って同時に削減される  8.4 

 小　　計  137.3 

 合　　　　　　　　　　　　　　　　計 950.1

部　門 区 　分 対　　　　策 削減量 

事業者の取り組み    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千t-CO２ 
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  近くへの用は歩くか自転車で行く 8.8 

  できるだけ公共交通機関を使う 29.4 

  アイドリングストップを実践する 13.3 

運輸部門 自動車 タイヤ空気圧を適正に保つ 9.3 

  急発進、急加速をしない 5.0 

  空ぶかしをしない 1.3 

  　　　　　小　　　　　計 67.1 

  エアコン・クーラーの使用時間を減らす 40.5 

  エアコン・クーラーの暖冷房温度を適正に保つ 35.7 

  不要な照明はこまめに消す 28.3 

  テレビは見たいものだけを選んで見る 31.0 

  テレビを長時間見ない時は主電源を切る 3.1 

  冷蔵庫に物を詰め込み過ぎず、ドアの開閉を減らす 14.3 

  洗濯機を使うときはできるだけまとめ洗いをする 5.7 

  掃除機のフィルターはこまめに掃除する 4.2 

  その他家電製品の使用方法等に気をつける 62.8 

民生部門 家庭系 買替時は省エネ型家電製品を購入する 39.8 

  風呂は冷めないうちに続けて入る 4.5 

  シャワーを出しっぱなしにしない 3.8 

  給湯器の口火をこまめに消す 1.6 

  食器を洗う時の給湯器の温度を低めにする 5.5 

  コンロの炎が鍋底から出ないようにする 5.0 

  その他ガス器具の使用方法等に気をつける 3.2 

  灯油暖房器具の使用方法等に気をつける 4.3 

  　　　　　小　　　　　計 293.3 

廃棄物 一般廃棄物 ごみの減量化 8.4 

その他温室効
 エネルギー CO2対策に伴って同時に削減される 1.0 

果ガス 廃棄物 焼却分はCO2対策に伴って同時に削減される  11.2 

  　　　　　小　　　　　計 12.2 

  合　　　　　　　　　　計 381.1 

県民の取り組み     　　　　　　　　　　　　　　　単位：千t-CO2

 部　　門 区　　分 対　　策 削減量 
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11,795

将来予測排出量 

削減目標量 
3,266
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県　　　民 事　業　者 

地球温暖化 

対　　　策 

行　　　　政 

（広域的連携） 

連　　　　携 

実践行動 積極対応 

施策の実施 

協
　
力 

協
　
力 

支
　
援 

支
　
援 

地球温暖化問題についての深い理解や関心 

日常生活における省資源・省エネルギー行動の実践 

地域社会や環境ＮＧＯ等の温暖化防止活動への積極的参加 

行政の実施する地球温暖化対策への理解と協力 

 

温室効果ガス排出の少ない生産方式及び製品の開発 

事業活動における省資源・省エネルギーの実践と従業員の環境教育 

地球温暖化防止のための計画の策定と公表 

行政の実施する地球温暖化対策への理解と協力 

 

地球温暖化防止の推進体制の整備、施策の評価点検 

県民、事業者等の地球温暖化防止活動への支援 

地球温暖化防止の普及啓発及び推進気運の醸成と継続 

一事業者・一消費者としての地球温暖化防止に向けた率先実行 

県民の取組 

 

 

 

 

事業者の取組 

 

 

 

 

行政の取組 
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・施策・事業、CO2排出 

　量の点検・評価 

・各主体の意識・取組 

　状況の点検・評価把握 

・年次報告書等による 

　公表 

 

Ｐｌａｎ 

 Ａｃｔｉｏｎ 

Ｄｏ 

Ｃｈｅｃｋ 

・計画の策定 

・目標の設定 

 

・各主体の自主的行動 

・計画の見直し 

・施策・事業内容の 

　見直し 

 

継続的な改善と推進 
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